理論モデル班会議メモ　


（石井02062009）

日時：2009年5月17日 9：30-15：00

場所：地球研 　

参加者：　松岡、西前、中静、陀安、兵藤、山村、石井（事前打ち合わせ：中丸、長谷川）
酒井、市川、藤田
会議概要
1)　2008年度理論モデル班活動のおさらいと予算案について（石井） 

2)　2009年度 モンゴル班の活動予定・地域情報　（藤田）

3)　2009年度 サラワク班の活動予定・地域情報　（酒井・市川） 

4)　サラワク全州GIS情報の紹介と提案（西前） 

5)　モンゴル UB市街地GIS情報の紹介と提案（松岡）

6)　サラワク土地被覆改変モデルの基礎構造と方針案　（石井）

7）今年度末プロジェクト中間発表に向けた作業分担・行程と予算計画の確認 （全員）
8）2009年度 予算計画　（全員）
9）関連行事スケジュール（山村）

重要　中間評価に向けた日程について→全員
10月中　これまでの成果をスライド（ppt １～2枚）＋説明文（A4を1枚）を提出
↓　　（石井＋山村で班のまとめ、サ・モ班分とあわせて構成）

11月　プロジェクト全大会　山村さんによる予行演習

↓　　（コアメンバーでプレゼンテーションの完成、追加結果の差し替え）

12月　地球研発表会

↓　　（プロジェクト説明冊子英語版の作成）

2月　　外部評価委員会での中間審査　
報告事項

1）班活動全般について
・2008年度 主な研究活動は報告書参照。
ただし年度途中から本格化した上記4）-６)は下記に説明

・2009年度 班研究予算　約300万円+追加申請分（年度後半）

　民間研究助成（住友、旭硝子、三井物産は検討中）は執行が遅い。

（2008度：追加予算分を入れて676万円　→ 計算機、衛星画像、観測機器の購入、GIS外注などの基盤整備に主に使用しました。）

2）モンゴル班の活動予定　（添付ppt-①）
・降水量傾度に沿った3地域において、操作実験による植物の生産量と家畜の採食量、測器設置による降水量を測定など　

3）サラワク班の活動予定　（添付ppt-②）
　・生物調査：　奥地、二次林　昆虫多様性、食物網構造解析
· 多点調査（人間活動）：　5月中に調査予定の打ち合わせ→今年度夏以降に実施　

4)　サラワク全州GIS情報の紹介と提案・アイデア募集　（添付ppt-③）
・サラワク森林局より購入したサラワク全州の2時期（1980年ごろ、2000年ごろ）の土地被覆に関関するGISデータについて、紹介、使用の際の注意点などの説明。
→　西前さんからプロジェクトメンバーにデータの簡単な説明と使用例などについて別途紹介をしていただく予定です（下記参照）。
5) モンゴル UB市街地GIS情報の紹介と提案・アイデア募集（添付ppt-④）

· 現在進行中の、ウランバートル市（撮影2000、2005、2007）の超高解像度衛星画像のGIS化について紹介。
→　松岡さんからプロジェクトメンバーにデータの説明と使い方について別途紹介をしていただく予定です（下記参照）。

6)　サラワク土地被覆改変モデルの基礎構造と方針案　（添付ppt-⑤）

　・ 昨年度後半以降、ほとんど進展のなかったサラワク土地被覆モデルについて、現地調査に即した簡略化と提案。
　→　山村、長谷川、石井で空間を入れない簡略化モデルの検討より開始
7）今年度末プロジェクト中間発表に向けた作業分担・行程と予算計画の確認 （添付　ppt-⑥参照）
「衛星画像･GISデータ解析」、「土地被覆変動モデル」、「同位体分析による食物網解析」を2009年度の理班・重点課題として特に推進する。これらとまだ直接的なつながりが小さい、各自個別の研究計画については、できる限り予算面ではサポートしながら、また重点課題の進捗情報を共有することで、連携・協働の道を探る。

重点課題の予定
[すぐ実行する事柄]
・GISデータの使い方についてのアイデア募集（理→サ・モ）

サラワク全州：　酒井さんが重点・多点調査値の位置情報（GPS緯度経度）を西前さんへ→GISデータに調査地点情報を取り込んだものを、簡単な説明と使用例とともにメンバーに公開→メンバーからのアイデア募集
モンゴルUB：　松岡さんからUB-GISデータを簡単な説明と使用例とともに、藤田さん（と前川さん）を介してメンバーに公開→アイデア募集

モンゴル全国：　RAISEプロジェクトが作成したGIS情報藤田さんが重点・多点調査値の位置情報（GPS緯度経度）を松岡さん+西前さんへ→藤田さんが窓口となって各班メンバーにアイデア募集

・サラワク奥地調査地域の最新衛星画像ALOS-PRISM,AVNIRR画像をサラワク班へ
（松岡→酒井）

[6月中に実行する事柄]
・サラワクNCRの推定法の模索→NCR内外の各サンプル領域で被覆変化モデルの試作（石井・山村・長谷川）
仮説：2000年にオイルパームプランテーション許可地になっているところはNCRではないとし、その内外の少領域をサンプルとし、GISから被覆の組成の変化をモデル化する。
[今年度次の機会に　（来年度に向けて）]
・毛髪同位体分析（陀安）用のサンプルを、モンゴル内降水量分布に沿って取得（藤田・石井）
・上記重点課題についての大まかなスケジュール・担当については添付ppt-⑥参照。

・重点研究課題以外の個別の研究については、各自進めてください。
8）予算案について（暫定：300万円：今年度予算は前年より大きく減額しています。）
研究遂行に必要であれば遠慮なく石井までお申し出ください。できる限り皆さんのご希望に添えるように、プール分の運用、他班との連携による効率化、追加･外部資金の獲得など努力します。しかしやむをえない場合は、以下のような方針で分配したいと思います。

(方針1)
· 重点課題の継続・進展に不可欠なもの（データ購入・サンプリング）

· 情報交換・打ち合わせ（重点・個別とも）
· 成果発表（重点・個別とも）

の順で優先します。
(方針2)
また、予算要求額、緊急性、プロジェクトテーマとの関連性にあまり差が認められなければ、科研費や民間助成など外部資金を多く取られている方より、これらの少ない方に優先的に使っていただくようにすることもあります。また学生さんの費用などについてもできる限り対応できるようにします。
(方針3)
・予算増加の際は皆さんにお知らせし、そのたびに案を募ります。

暫定的な配分は以下の通り（変更があればまたお知らせします）。
重点課題 150万
[リモセン・GIS]　80万
· データ購入費

· 作業外注･謝金

· データ校正調査・渡航費（サラワク）　

[土地被覆変動モデル]　20万
· ソフトウェア購入費など
[同位体･食物網]　50万
· サンプリング調査・渡航費（サラワク）
· 同位体分析試薬など
個人消耗品　50万
・5万*10人（研究計画の意思表示をいただいている人数、申し出により増加します。）
班プール　100万
・各課題進捗にあわせた増加分

・研究打ち合わせ･学会発表出張旅費など：昨年度と同様に石井まで申請してください。　

9）関連行事予定

2009年
6月15-17日　
GLPワークショップ（北京）山村,石井
7月5日

地球研フォーラム（門司P主催）山村 

2010年1月23-24日
モンゴルシンポ（山村P+生態研主催）モ班+理班メンバー　　（ポスター募集？→藤田さん）　

以上

